
+
A
E
国
母
六
月
コ
ヤ
-
匂
第
三
種
明
郵
領
物
価
局
可
{
毎
月
一
回
一
回
裏
待
〕

辛子音量日 ~y司/"""\..韮，.. ....-・ヨF日匠召

捨
醐

生

産

の

構

造

:

:

・

:

:

:

:

文

事

博

士

高

田

保

馬

寺

院

と

課

税

j
i
-
-
・
:
・
j
i
-
-
:
法
皐
博
土
神
戸
正
雄

第
三
世
界
観
的
人
格
典
型
・
:
:
・

J

古
車
博
士
米
田
庄
太
郎

+

理

岨

晶

圃

冊

目
寝
返
に
於
け
る
産
業
組
合
金
融
の
動
向
従
軍
十
冊
目
士
八
木
芳
之
助

郡

山

開

れ

フ
ラ
ン
ス
帝
園
経
済
曾
議
・
:
j
i
-
-

経
済
墜
士
松
岡
孝
児

産
業
的
聞
は
日
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
:
・
経
済
皐
士
中
谷
賓

七
引
い
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型
:
:
・
経
一
室
主
明
石
巌
三

商
業
生
産
設
の
諸
性
格

j
i
-
-
:
:
・
・
:
経
済
率
士
松
井
清

nn帽
凡

叢-タE

希
臓
人
の
「
植
民
」
観

中
小
経
営
の
弾
力
性
に
就
い
て
・

袖

q

a

平

副
円

A

害
虫

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

輔

議

農

皐

士

若

木

瞳

経
潜
血
干
士
岡
倉
伯
士



産
業
的
流
通
に
於
げ
る
叫
営
業
貨
幣
の
流
通
法
度

第
凶
十
一
巻

四
/、

第

f古

九
八

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
偉
業
貨
幣

ω流
通
速
度

中

ノ与;、
'r:J~ 

量生

一
、
序

1言

貨
幣
経
済
の
社
命
日
に
於
て
は
穂
ゆ
る
粧
梼
活
動
は
貨
幣
全
通
じ
て
行
は
れ
、
貨
幣
は
流
通
過
程
に
於
て
初
め
て

よ
〈
共
の
機
能
を
待
み
狩
る
も
の
で
あ
る
乙
加
ち
貨
幣
は
他
財
't
異
り
て
幾
度
か
取
引
の
決
構
に
用
ひ
ら
る
る
も

の
に
し
て
、
一
定
査
の
貨
幣
は
温
か
に
多
額
の
取
引
を
決
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
定
量
の
貨
幣
と
、
一

定
期
間
に
此
れ
に
よ
り
て
決
持
さ
れ
る
取
引
棉
額
と
の
割
合
が
重
要
と
な
る
も
の
に
し
て
、
誌
に
貨
幣
の
流
通
速

皮
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
に
至
る
。

貨
幣
の
流
通
速
度
と
言
ふ
概
念
に
は
皐
者
聞
に
立
見
の
一
一
就
い
か
存
せ
子
、
柱
時
に
は
一
定
の
貨
幣
が
手
よ
り
手

へ
渡
り
行
く
平
均
度
搬
と
言
ふ
い
か
如
き
素
朴
的
な
る
考
方
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
時
の
通
説
と
し
て
は
、

一
定
期
間
に
一
定
量
の
貨
幣
が
幾
許
の
取
引
を
決
済
す
る
か
と
言
ふ
事
が
問
題
と
せ
ら
れ
、
従
っ
て
貨
幣
の
疏
通

速
度
は
、
平
均
的
に
貨
幣
が
幾
許
だ
け
一
人
の
手
許
に
滞
留
す
る
か
換
言
す
れ
ば
貨
幣
の
滞
留
期
聞
に
よ
り
て
測

定
せ
ら
れ
ふ
。
印
ち
往
時
に
は
岡
山
口

5m==m弘
r
gユ
の
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
現
今
で
は
問
主

ω
2
E
一z
=
m
E
5
2
w

が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
る
叫
斯
〈
て
貨
幣
の
滞
留
期
聞
が
短
き
程
貨
幣
の
流
通
速
度
は
大
と
な
る

高田保馬;経務事新講第三巻 281頁
前掲書 282頁， H.Nei出 er;Der Tauschwert des Gdds， S. 15 
M. W. Holtrop; Die Umlaufsg1~schwindigkeit des Geldcs ubersetzt von E. 
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一
定
期
間
に
一
定
量
の
貨
幣
が
決
持
し
得
る
取
引
棋
は
よ
り
大
正
な
h
ノ
科
る
色
の
に
し
て
、
之
郎
も
貨
幣

の
流
通
速
度
の
増
加
を
以
て
貨
幣
数
量
の
増
加
と
見
る
見
解
の
存
し
得
る
所
以
で
あ
る
。

可
く
、右

の
如
〈
、
貨
幣
流
迅
速
度
の
増
加
す
る
事
に
よ
り
て
一
定
額
の
取
引
ぞ
決
糟
す
る
に
必
要
な
る
貨
幣
量
は
節

約
せ
ら
れ
得
る
の
で
め
る
が
、
克
に
金
融
機
構
の
後
誌
に
よ
り
て
此
の
貨
幣
の
流
遁
速
度
が
著
し
く
増
大
せ
し
め

ら
れ
枠
る
も
の
で
あ
る
o

却
も
之
れ
が
』
各
経
掛
単
位
に
就
て
見
て
も
、
各
経
樺
単
位
が
貨
幣
を
必
要
と
す
る
時
に

は
何
時
に
て
も
金
融
機
構
を
通
じ
て
之
れ
を
調
達
し
得
る
事
と
な
れ
ぽ
、
彼
等
が
一
定
の
取
引
額
を
決
押
す
る
魚

め
に
平
常
保
有
す
可
き
貨
幣
額
は
著
し
く
小
額
と
な
る
が
故
で
あ
る
。
而
色
枇
命
日
の
貨
幣
流
通
の
中
で
金
融
機
構

PAP-
邑

D
て
一
丁
ま

S
S
E
-寸
符
主
札
前

τ
t
-也
乃
実
存
北
地
邑
叩

3
仙
け
り
主
長
上
司
川

4Ltナ
恒
三
一
一
昨
Z
C
月
九
L
E
R
3
盟
主
こ

d
3
2
-

ノA
1
l

，

4
4
I
t
-
-
1
3ヌ
l

i

l

f
、
414dHa
・2
、、ヌ『
l
k
、
正
ル
正
ノ
-
t
E
e
4
l
:
，t
ノ
日
↑

1
J
Z
F
d
t
1
I
E
J
4
・h
H
Z
J
t

於
け
る
貨
幣
流
通
と
は
著
し
〈
共
の
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣
の
流
通
速
度
も
亦
共
の
流
通
過
程
の

異
る
に
従
ひ
、
異
り
た
る
事
情
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
る
の
で
め
る
。

私
は
嘗
て
ケ
イ
ン
ズ
に
慨
ひ
、
彼
の
所
謂
持
業
貨
幣

F
2
5
5
号
宮
山
一

σ
の
流
通
速
度
を
我
闘
に
就
い
て
算
定

す
る
怨
に
営
座
預
会
の
一
ヶ
年
同
特
高
佐
計
算
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
掛
か
る
砂
岡
山
預
余
の
問
韓
両
は
、
銀

行
の
信
用
創
造
に
よ
る
影
響
を
多
分
に
含
め
る
と
共
に
、
投
機
業
者
の
掛
川
業
貨
幣
の
如
〈
財
の
生
産
分
配
に
は
直

接
の
闘
係
な
く
、

ケ
イ
シ
ズ
の
所
謂
金
融
的
流
通
に
属
す
る
も
の
を
も
包
含
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
も
金
融
機

構
を
通
じ
て
行
は
る
る
貨
幣
流
通
印
ち
所
間
金
融
的
流
通
が
他
の
貨
幣
流
通
に
比
し
て
著
し
く
共
の
趣
を
異
に
す

る
以
上
は
、

か
う
る
金
融
的
影
響
を
杢
然
切
離
し
て
各
種
産
業
に
お
け
る
僻
業
貨
幣
の
流
通
速
度
を
研
究
す
る
事

産
業
的
流
遁
に
於
げ
る
管
業
貨
幣
の
流
通
謀
度

第
四
十
一
巻

第

童話

九
九

四
七

山崎費宍郎，若干の貨幣問題 231頁
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産
業
的
流
通
に
於
げ
る
管
業
貨
幣
の
流
遁
蓮
皮

第
間
十
一
巻

四
A 

第

量生

一0
0

が
決
し
て
無
意
義
に
非
ゴ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

故
に
本
稿
に
於
て
は
、
先
づ
枇
合
に
本
質
上
相
異

る
二
種
の
貨
幣
流
通
が
存
す
る
所
以
を
明
か
に
し
、
次
に
共
の
一
方
に
属
す
可
き
財
の
生
産
加
工
及
び
分
配
等
に

用
ひ
ら
る
る
得
業
貨
幣
の
流
通
遮
皮
が
如
何
な
る
要
素
に
よ
り
て
特
捜
動
せ
し
め
ら
る
る
か
を
述
ぶ
る
と
共
に
、
二

種
の
貨
幣
流
通
を
切
離
し
て
考
察
す
る
事
の
必
要
な
る
所
以
を
説
明
し
、
而
し
て
故
後
に
金
融
的
影
響
を
除
外
し

た
る
揚
八
日
ド
我
同
ド
お
け
る
か
い
業
貨
幣
の
流
通
速
度
が
各
帽
倒
産
業
部
門
間
に
於
て
如
何
に
兵
り
わ
-
る
品
唯
一
化
伝
一
不
す

可
き
か
を
推
測
寸
一
刊
さ
一
の
手
懸
h
ノ
金
求
め
十
九
レ
¢
で
あ
る
c

二
、
貨
幣
の
産
業
的
流
遁
と
金
融
的
溝
遁

貨
幣
は
経
捕
の
各
部
面
に
於
て
種
々
の
形
式
を
執
り
で
流
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
ど
大
別
す
れ
ば
二
種

の
貨
幣
流
通
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
共
の
一
は
貨
帯
が
財
貨
又
は
勢
務
と
交
挽
に
移
轄
さ
れ
る
事
よ
り
生
十
る
封

債
的
流
通
で
あ
り
、
共
の
二
は
一
時
的
に
は
貨
幣
の
一
方
的
移
轄
左
見
ら
る
可
き
貨
幣
流
通
で
あ
る
。
前
者
は
貰

買
の
形
式
を
と
り
て
現
は
る
可
〈
、
後
者
は
貸
借
の
形
式
挽
一
一
両
せ
ぱ
現
在
貨
幣
と
将
来
貨
幣
と
の
交
換
と
言
ふ
形

式
を
執
っ
て
現
は
れ
る
o

先
づ
貨
幣
の
艶
債
的
流
通
卸
ち
貰
買
の
形
式
全
と
る
貨
幣
流
通
に
就
い
て
連
ぷ
る
に
、
此
れ
は
財
の
原
始
的
生

産
よ
り
加
工
分
配
交
換
の
過
程
を
輝
て
消
費
に
至
る
迄
の
聞
に
於
て
、
組
ゆ
る
財
貨
帥
労
務
の
移
轄
と
反
封
の
方
向

ユ戸町一
=
ι
z
叩一ユ
z
一円】『
n
z
一向
-zc=

に
読
過
す
る
貨
幣
流
通
に
し
て
、

ケ
イ
ン
ズ
の
所
間
産
業
的
読
通

に
経
由
る
も
の
で

宵貨時干の一方的移轄の中には照!'Ii!及び租税公認1のよ伊I刀場合にあーげるが主日き
貨幣流通が姦するが、貨幣経怖の本質的なる進行を'考察する場合には一恵之
れを捨象して差支なきが故に此慮では之れを取扱はな 1，、。
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ゐ
る
。
印
ち
艇
棒
に
於
げ
る
杢
生
産
活
動
は
、

寄
興
せ
し
諸
要
素
に
貨
幣
所
得
を
奥
へ
、
各
生
産
寄
輿
者
は
比
の
貨
幣
所
得
ぞ
以
て
供
給
さ
れ
た
る
枇
合
的
生
産

一
方
に
は
一
耽
命
的
生
産
物
含
供
給
す
る
と
共
に
他
方
に
は
生
産
に

物
を
獲
得
す
る
。
而
し
て
獲
得
さ
れ
た
る
世
合
的
生
産
物
が
消
費
せ
ら
れ
る
主
同
時
に
共
の
債
格
と
し
て
支
榔
は

れ
た
る
貨
幣
が
再
び
企
業
に
還
流
す
る
'
も
の
で
あ
一
る
。

次
に
貨
幣
の
一
方
的
移
植
特
と
見
ら
る
可
き
貸
借
の
形
式
を
と
る
貨
幣
流
通
は
、
今
日
の
枇
ん
W
H

に
於
て
は
一
般
じ

金
融
機
構
台
遁
じ
て
行
は
る
る
ち
の
で
あ
る
。
印
ち
貨
幣
所
得
者
ほ
貨
幣
所
得
の
一
部
分
伝
断
日
時
銀
行
共
他
の
金

融
機
闘
に
預
入
れ
、
後
日
必
要
な
る
叫
に
共
の
排
一
民
を
受
け
る
。
他
方
銀
行
共
他
の
金
融
機
関
は
、
貨
幣
所
得
者

-
l
rこ
、
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m 

ひ
た
る
後
に
金
融
機
関
に
返
持
す
る
・
も
の
で
あ
る
o

叉
貨
幣
所
得
者
は
時
と
し
て
共
の
所
得
と
し
て
受
入
れ
た
る

貨
幣
の
一
部
分
を
以
て
有
債
誼
券
を
購
入
し
、
後
日
謹
券
の
償
還
又
は
共
の
責
却
に
よ
り
て
投
費
せ
し
貨
幣
を
四

牧
す
る
事
が
あ
る
。
方
の
如
〈
、
貨
僻
巾
所
得
者
一
か
貨
幣
所
得
の
一
部
分
を
銀
行
共
他
の
金
融
機
闘
に
預
入
れ
る
場

人
口
に
も
或
は
叉
此
れ
ぞ
以
て
有
償
誼
券
?
購
入
す
る
場
合
に
も
、
共
に
貨
幣
の
一
方
的
移
特
と
詰
め
ら
れ
科
る
-S

ケ
イ
ン
ズ
は
之
れ
を
金
融
的
流
通
己
戸
内
自
己
主
円
一
己
口
一

-
E
E一c
z
と
町
ん
で
ゐ

q
る
。
而
・
も
此
慮
に
所
謂

の
に
し
て
、

貨
幣
の
金
融
的
流
通
は
、
共
れ
白
膿
は
財
の
生
産
分
配
及
び
供
給
等
に
直
接
の
閲
係
を
有
せ
や
し
て
、
前
述
の
産

業
的
流
通
と
大
い
に
異
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
産
業
的
流
通
に
於
て
は
如
何
な
る
貨
幣
が
流
通
す
る
か
っ
之
れ
を
各
種
貨
幣
の
侍
h
u
所
の
職
能
よ
り
分

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
瞥
業
貨
幣
の
流
通
法
度

第
凶
十
一
巻

第

盟E

O 

凶

九
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産
業
的
統
遁
に
於
げ
る
鋒
業
貨
幣
の
流
通
謹
度

第
四
十
一
巻

主王

O 

第

披

O 

て
ば
二
種
と
す
石
事
が
出
来
石

G

即
ち
其
の
一
は
州
労
働
者
使
用
人
資
本
家
及
び
地
主
等
が
彼
等
の
所
得
を
受
取

り
、
之
を
以
て
枇
合
的
生
産
物
ぞ
購
入
し
又
は
貯
蓄
す
る
場
合
に
役
立
つ
も
の
に
し
て
、
此
等
の
矯
め
に
用
ひ
ら

H
E
n
c
E
?色町一
v
O
笠
宮
、
巴

z
r
c
-
=
5
2
山
内
町
一
ユ
と
日
ふ
。
叉
他
の
一
つ
は
、
製
造
家
両
人
等
が

れ
る
貨
併
を
所
得
貨
幣

原
料
の
生
産
よ
ち
加
工
及
び
卸
頁
小
寅
に
至
る
過
程
に
於
て
諸
種
の
文
机
に
利
用
し
、

常用
c.， .lr、
-" 日〉る
じ J

d勺 b
<j  0) 
~) 
。唱

し
l~ 、

克
に
回
定
資
本
の
更
新
に

日

之
れ
が
斜
め
の
貨
怖
が
印
丸
五
に
問
題
と
せ
る
従
業
貨
幣
ロ

=
5
2
C
G
o
u一門U

U
(
U

円山町一二ヂ』

回
し
て
政
ド
性
志
す
可
き
は
、

斯
か
る
貨
幣
の
恒
別
は
専
ら
共
の
持
h
u
所
の
職
能
に
某

t
も
の

に
し
て
、
同
一
の
貨
併
が
同
時
に
所
得
貨
幣
と
も
な
れ
ば
叉
告
業
貨
幣
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
製

造
家
が
原
料
品
の
加
工
に
針
し
て
持
賃
を
支
排
ふ
場
合
の
如
き
、
製
造
家
よ
り
児
れ
ぽ
符
業
貨
幣
な
る
も
努
働
者

よ
り
見
れ
ば
所
得
貨
幣
な
の
で
あ
石
。

然
ら
ば
産
業
的
流
通
に
お
け
る
管
業
貨
幣
の
流
通
遮
度
は
何
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
れ
る
か
、
節
ぞ
改
め
て
連
ぷ

る
事
と
す
る
。

=
一
、
管
業
貨
幣
の
涜
遁
謹
度

己
に
越
ベ
し
が
如
く
、
貨
鮮
の
流
通
速
度
は
、
貨
幣
が
一
時
的
に
流
通
を
休
止
せ
る
期
間
の
長
短
、
換
言
す
れ

ぱ
各
個
経
済
の
許
に
滞
留
ぜ
る
貨
幣
量
の
流
通
貨
幣
量
に
劃
す
る
相
劃
的
大

3
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
此
の
原
則
は
濠
業
的
流
通
に
於
け
あ
特
業
貨
幣
の
流
通
遮
度
に
劃
し
で
も
芙
の
催
適
用
せ
ら
れ
得
る
の
で

Keynes; ibid. vol. 1， p・ 35， 1I) I-f. Neisseri UI~ll!illfsgesçhwindigkeit der 
Bankdepositen (Handworterbuch d. JJ::tnl<.wesen:と S. 5o8i 
I王eynes;iLid. vol. 1， P目 35.p. 245 13) J."¥Jelsser':， '.J..乱.リ

Keynes; ibid. P・46，pp. 244-245 
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あ
る
。
而
し
て
併
業
貨
幣
の
流
通
に
於
て
此
の
滞
留
量
を
支
配
す
る
諸
事
情
に
闘
し
て
は
、
嘗
て
本
誌
に
於
て
詳

論
せ
し
所
な
れ
凶
、
此
慮
に
再
び
こ
れ
を
繰
返
す
事
を
避
け
た
い
が
、
今
産
業
的
流
通
に
於
け
る
崎
営
業
貨
幣
の
流

通
速
度
に
闘
し
て
共
の
要
領
を
辿
ぶ
れ
ば
弐
の
如
く
な
る
つ
印
ち
各
時
九
円
業
主
躍
の
許
に
お
け
る
偉
業
貨
幣
の
保
有

量
は
、
先
づ
支
拙
時
期
に
闘
す
る
枇
命
日
的
慣
習
と
、
傍
業
貨
幣
を
保
有
す
る
事
に
伴
ふ
便
宜
と
犠
牲
と
の
考
慮
と

に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
、
次
に
各
種
企
業
の
資
本
集
約
皮
如
何
と
、
原
料
生
産
よ
り
完
成
品
の
供
給
に
ま
る
垂
直

的
生
産
段
階
に
於
け
る
企
業
の
分
散
集
中
の
程
度
如
何
と
に
よ
り
て
定
ま
る
の
で
ゐ
る
。
蓋
し
、
先
づ
支
沸
が
一

定
の
時
期
に
集
中
せ
ら
れ
や
し
て
不
規
則
的
に
行
ば
れ
る
か
、

又
は
季
節
的
商
品
の
流
通
に
於
け
る
が
如
〈
支
排

同
別
ヨ
司
乃
ノ

E
准
oprd-T
主
丘
万
年
こ
工
、

J
l
F
正

E
時
降
、

t
h
i
-
-
t
l
'
t

各
内
町
山
口
業
主
措
刀
叶
一
刊
に
休
ハ
け
る
阿
川
a

伸
長
貨
批
判
の
口
4
K
H
泡
立
大
な
る
王
製
す
可
〈
も

i
1
i
;
i
h
J
J
一二

j
i
-
-
一:
l
i
-
J
i
一一ι

白

同
時
に
各
品
川
内
業
主
睡
が
多
少
の
犠
牲
を
抑
つ
で
も
多
額
の
符
業
貨
幣
宏
保
有
す
る
事
に
よ
り
大
な
る
便
宜
を
戚
十

る
な
ら
ば
、
傍
業
貨
幣
の
保
有
量
が
自
づ
ヤ
ら
大
と
な
る
つ

叉
各
企
業
の
資
本
集
約
皮
が
大
と
な
れ
ば
固
定
資
本

の
更
新
の
矯
め
に
長
期
に
亘
っ
て
多
舟
の
得
業
貨
幣
が
準
備
せ
ら
る
る
を
要
す
可
く
、
更
に
垂
直
的
な
る
生
産
各

段
階
が
多
数
一
の
濁
立
せ
る
企
業
に
よ
り
て
持
去
る
る
場
介
に
は
巾
間
取
引
の
増
加
に
伴
び
て
符
業
貨
幣
の
保
有
量

色
亦
増
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

然
る
に
一
般
に
符
業
貨
幣
の
流
通
速
度
を
論
や
る
に
際
し
て
は
、
前
掲
四
要
素
の
中
で
前
の
二
者
の
み
を
論
じ

て
後
の
二
者
は
之
れ
を
否
定
す
る
か
叉
は
之
れ
に
一
一
言
及
せ
ま
る
場
八
け
が
多
い
。
例
へ
ば
ナ
イ
サ
!
は
共
の
著
「
貨

融
市
の
交
換
債
値
」

U
2
H，
E凶

円

}-52
己

同

国

(

町

内

5
2
に
於
て
、
軽
替
資
金

田
町
四
三
宮
『

C
E
の
流
通
速
度
を
問
題
に

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
倦
業
貨
幣
の
流
通
法
度

第
四
十
一
巻

第

古詩

O 

:u: 

J 5) 拙稿，貨幣需要と貨幣の流遁速度(:~!j~涜論議第38巻第z披}



産
業
的
涜
遁
に
於
げ
品
管
業
貨
鮮
の
流
遁
法
度

第
四
十
一
巻

ミfI:

第

盟主

O 
四

し
て
ゐ
る
が
、
斯
か
る
管
業
資
金
の
保
有
量
は
勢
賃
俸
給
及
び
利
子
の
支
排
時
期
の
長
短
に
の
み
依
存
し
、
生
産

の
垂
直
的
段
階
に
お
け
る
集
中
分
散
に
は
影
響
せ
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
ゐ
忍

C

叉
ケ
イ
ン
ズ
の
如
き
も
、
時
官
業
貨

僻
巾
の
流
通
速
度
予
」
支
配
す
る
要
素
と
し
て
、
文
排
期
日
に
閲
す
る
枇
合
的
慣
習
如
何
と
、
叫
営
業
貨
幣
を
保
有
す
る

事
に
件
ふ
便
宜
と
犠
牲
と
の
考
慮
と
を
県
げ
て
ゐ
る
が
、
後
の
ニ
要
素
に
闘
し
で
は
殆
ん

E
言
及
し
居
ら
。
さ
る
有

税
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
何
故
に
後
の
二
喪
索
仰
J
h

十
丸
木
集
約
ム
肢
の
六
だ
ろ
企
業
仁
於
て
凶
定
資
本
山
一
吏
新

ω
斜
め
に
保
有
さ
芯

可
き
仙
台
業
貨
幣
量
や
、
垂
直
的
生
産
段
階
の
分
散
の
結
果
各
段
階
聞
の
取
引
に
用
ふ
可
き
叫
営
業
貨
幣
の
保
有
量
が

無
覗
せ
ら
れ
る
か
。
惟
ふ
に
此
等
の
要
素
を
無
視
す
る
人
々
は
、
貨
幣
の
産
業
的
流
通
と
金
融
的
疏
通
と
を
切
離

し
て
考
察
す
る
事
を
な
さ
歩
、
現
・
貨
の
叫
営
業
品
目
、
併
保
有
国
互
に
の
み
着
眼
す
る
が
故
で
あ
忍
。
印
ち
固
定
資
本
の
更

新
の
矯
め
の
待
業
貨
幣
と
か
生
産
の
垂
直
的
段
階
の
聞
に
用
ひ
ら
名
可
き
符
業
貨
鮮
の
知
事
は
、
之
れ
を
必
要
に

臆
じ
て
金
融
機
構
よ
り
調
悲
し
得
る
も
の
と
見
る
が
故
で
あ
る
c

斯
か
る
研
究
方
法
は
、
持
業
貨
幣
の
現
買
の
疏
通
速
度
を
問
題
と
す
Z
限
り
、
最
も
趨
常
な
る
方
法
た
る
に
相

違
な
い
が
、
他
方
に
於
て
私
は
、
金
融
的
流
通
よ
り
の
影
響
を
全
然
切
離
し
て
産
業
的
流
通
の
み
を
偲
定
し
、
共

庭
に
お
け
る
管
業
貨
幣
の
流
マ
迅
速
度
を
考
察
す
る
事
も
亦
全
然
無
意
義
な
ら
ぎ
る
も
の
正
信
守
る
の
で
あ
る
。
査

し
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
通
と
は
共
の
佐
賀
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
?
、
斯
か
る
方
法
令
-
採
る
事
に
よ
り
て
の

み
、
金
融
機
構
の
存
在
従
っ
て
貨
幣
の
金
融
的
流
通
が
貨
幣
の
産
業
的
流
通
特
に
持
業
貨
鮮
の
疏
迅
速
度
に
封
し

16) H. ~eisser~ Der Tnusch問 rtd田t.ieldes.S. 20 1E‘レ彼の所許 IZassenreser¥'en

が企業の垂直的分散集中によ bて大いに影響され品事法彼自身認tri.5所であ
る。
Keynes ; ibid. vo1. 1. p. 245. vol. 2. p. 25・P.44
ibid. vo1. 1. p. 245参照

17) 
18) 



て
如
何
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
か
を
知
り
得
る
が
故
で
あ
る
。
例
へ
ば
ホ

Y

ト
ロ
ッ
プ
は
、

ぐ
2
5
c
m
2
2
5
5門

N
E
ロ
刊
を
拳
げ
、

速
度
の
決
定
要
素
と
し
て
企
業
の
資
金
利
用
度

FEo--ω-Eι
何
時

に
盤
動
を
及
ぼ
す
可
き
諸
種
の
要
素
品
川
}
研
究
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

彼
は
光
づ
、

企
業
が
自
己
資
本
或
は
長
期

貨
幣
の
流
通

此

れ

lこ 3ζ
古寺 ナ
てイ
(;土弓F

Holtrop; a. a. O. 21出 HJ.uptstuck S~;. 工 33-][63，特に SS.136- 1 37
Neisser; Uml::tl1fsgeschwindigkeit der Bankdepusiten， a. :J.. 0 

信
用
の
み
を
以
て
粧
品
管
し
銀
行
骨
子
、
の
他
の
金
融
機
構
よ
り
短
期
の
伝
用
を
享
受
し
得
ぎ
る
場
合
に
就
て
の
み
考
察

し
、
然
る
後
に
諸
種
の
信
用
が
資
金
の
利
用
度
に
如
何
に
影
響
す
る
か
と
呈
一
日
ふ
卒
中
ピ
論
じ
て
ゐ
る
。

も
、
後
に
執
筆
せ
る
「
銀
行
預
金
の
流
通
速
度
」

C
E
F島
市
川
内
包
一
回
三
三
一
m
r
p
ι
2
]山
記
長
弘
同
[
)
C
M

一円巾口

叫
山
〉
円
業
貨
幣
の
流
通
速
度
が
企
業
の
安
本
集
約
皮
如
何
及
び
生
産
の
垂
直
的
段
階
に
於
げ
る
分
散
集
中
に
よ
り
て
大

二
五
日
M
F
ト

J
d
-
l
了
H
ワ
f
J
C
'
3
1
J
r
7
Fノ
'
D
C

L
lぃ
且
掃
が
t
F市、

2
t
ξ
専
を

EJ
一F

L

7』ど

f
じ

J

2

2

E
U
V

〉
一
司

d
F
4
h
、、

白
也
子
炉
司
1
2
4ト

tp

金
融
的
流
遁
公
全
然
除
外
し

τ産
業
的
出

通
に
お
け
る
管
業
貨
幣
の
流
通
速
度
の
み
に
着
服
す
る
事
の
有
意
義
な
る
ぞ
認
め
る
が
故
で
あ
る
。

故
に
な
は
次
節
に
於
て
、
我
闘
に
於
け
る
各
種
産
業
部
門
に
就
い
て
、
金
融
的
流
通
よ
り
の
影
響
を
除
外
し
た

る
場
合
に
管
業
貨
幣
の
流
通
遮
度
が
如
何
に
具
れ
る
擾
勤
を
示
せ
る
か
を
尋
ね
、
以
て
何
れ
の
産
業
部
門
が
最
も

多
く
金
融
機
構
に
依
存
せ
る
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
む

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
替
業
貨
幣
の
流
遁
法
度

第
凶
十
一
曲
者

二五一一一

第
一
一
誠

O 
ヨJ，
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